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【第２号議案】 平成２３年度事業報告承認の件 

 

平成２３年度事業報告書 
(自平成２３年４月１日至平成２４年３月３１日) 

 
第１．概 要 
     昨年は、１，０００年に一度と言われる東日本大震災に遭遇し、大

規模な津波による被害や福島原子力発電所事故による広範な放射能汚

染など、わが国は国家存亡の危機に見舞われ、まさに「激動の年」で

した。 
また、それらの災害に加え、依然デフレの進行や雇用情勢が一層悪

化するなど、当法人会の会員にとっても引き続き厳しい経営環境下に

ありました。このためか、退会者が増加するなど法人会会員の減少に

歯止めがかかりませんでした。 
     このような厳しい状況下にあっても、我々は「法人会の基本的指針」

である納税意識の向上、会員の研鑽、社会への貢献など、公益法人と

しての使命を果たすことを自覚して活動いたしました。特に昨年１１

月には、東日本大震災に被災した宮城県名取市のサッカー少年たちへ

の復興支援活動として招請事業等の社会貢献活動を実施しました。 
     また昨年は、９月３０日に東京都に公益社団法人としての認定申請

を行い、本年３月２１日に東京都知事から公益社団法人としての認定

を受けることができました。 
     以下その事業活動を報告します。 
第２．重点施策 
  １．公益社団法人移行への取り組み 
     平成２３年度の総会において公益社団法人移行申請の決議を得て、

定款の変更や各種規程の見直しを行うなど公益法人認定申請の準備を

整え、９月３０日に東京都に公益社団法人としての認定申請を行い、

東京都公益認定審議会等からの各種質問等に対する回答を経て、同年

１２月２２日に東京都公益認定審議会において「認定」の答申をいた

だきました。そして、本年３月２１日に東京都知事から公益社団法人

としての「認定書」を受領しました。 

 



 

 

  ２．組織の充実強化 
     公益社団法人認定申請を良い機会と捉え、法人会組織・体系のあり

方、事業運営のあり方等について検討しました。特に公益事業比率を

約６０％を目標に運営を実施しました。また、会員、地域社会等に喜

ばれる会とする上での基礎となる会員数の維持・拡大は会及び会員全

員にとって最大の目標であり、実現すべき課題です。しかし、平成２

３年度は、厳しい社会経済情勢と昨年度同様に新公益法人化を目指す

観点から法人だけを加入対象としたため、加入実績は、目標の４１%に

留まるなど大変厳しい結果になりました。           
  ３．東日本大震災復興支援活動及び社会貢献活動など公益事業の充実強化 
     昨年の３月１１日の東日本大震災に対しては各種募金活動とともに、

１１月に宮城県名取市のサッカー少年のうち仮設住宅に避難している

少年２８名とその保護者１８名を埼玉スタジアムのＪリーグ試合観戦、

ホテルカデンツァ光が丘での夕食会、練馬区立大泉中学校セミナーハ

ウスでの宿泊及び豊島園招待等により子供たちを激励し、被災地の復

興支援に貢献しました。 
     さらに駅前地区の環境清掃事業やジョイセフ収集ボランティア活動

への協力、照姫まつり、租税教室、献血大会など公益事業の充実・強

化を図りました。 
 「目指します企業の繁栄と社会への貢献」をスローガンの下、平成 

２３年度は社会貢献委員会が中心となり、女性部会・青年部会と共に 

次のような活動を行いました。 

（１）駅前地区清掃事業の実施 

       対象の駅は大泉学園駅、石神井公園駅、上石神井駅、武蔵関駅の

４駅で６月、９月に２回実施し、会員、家族、一般の方々など１５

２名の参加を頂きました。なお、１２月及び３月に予定していた清

掃事業は雨天のために中止となりました。 

（２）「照姫まつり」への参加 

   ５月１５日（日）開催の「照姫まつり」に参加しました。 

   小学生対象の税金クイズ、「模擬１億円」の重量当てクイズ等は大

変人気がありました。また、例年より多くの方がご来場され予定よ

り早く配布資料がなくなり盛況裏に終了しました。 

（３）ジョイセフ収集ボランティア活動 

   使用済古切手、インクカートリッジの収集を行いジョイセフに届

けました。（使用済みインクカートリッジ約２５キログラム、使用済

み切手約１１．５キログラム） 



 

 

（４）青年部会 

         ①地元の「わんぱく相撲練馬区大会」支援のため、人的協力と団扇 

の贈呈を行いました。 

      ②「税を考える週間」中の１１月１１日（金）練馬西税務署の駐 

車場にて恒例の「献血大会」を開催しました。受付２１３名のう 

ち１４６名(過去最高！)の貴重な血液をお預かりしました。 
         参加者には「花の小鉢」を配布しました。       
  ４．研修活動の充実 
     法人会公益事業の大きな柱である研修活動に積極的に取り組みまし

た。結果は、別紙のとおりです。会員及び一般の方々の税知識を深め、

企業経営に役立つ研修会の開催、異業種交流の促進等が図られました。 
     また練馬区報を積極的に活用して、これら研修会開催と参加を地域

社会にＰＲし、法人会の認知度アップを図って参りました。 
   （１）支部主催研修会の開催 
      練馬西税務署担当官による「税制改正のあらまし」、また、外部講

師による各種講演を開催した結果、多数の会員及び一般の方々が出席

し、税の知識を深めるとともに、異業種交流も図られました。 
（２）各種説明会・研修会の開催 

「決算法人説明会」「新設法人説明会」及び「年末調整説明会」を

練馬西税務署と共催し、多数の方が、出席されました。 
「ｅ－Ｔax」の利用促進を図るため、「ｅ－Ｔax 研修会」を開催し、

来年度以降も計画したいと考えています。 
（３）役員合同研修会の開催 

１０月１２日（火）「役員合同研修会」を勤労福祉会館大会議室に

おいて開催しました。多くの役員が出席し、四戸智練馬西税務署署長

の講演を実施しました。 
（４）会員合同研修会の開催 

 １１月１４日（月）「会員合同研修会」を練馬区立関区民ホールに

て、１７７名の参加をいただいて開催しました。第１部は佐美三誠練

馬西税務署副署長の講演、第２部では経済ジャーナリスト須田慎一郎

氏の「どうなる日本！経済の明日を読む」の講演が行われ、大盛況の

うちに終了しました。 
（５）パソコン・簿記研修会の開催 

             従来のエクセル等の講座に加え、ツイッター・ブログ等新しい内容 
            を加えるとともに、恒例の簿記研修会を１３回実施しました。 



 

 

５．税制改正問題に関する調査・要望事項の意見具申 
税制委員会は、全法連主催の「税制セミナー」に参加いたしました。

全国大会に併せて開催された「平成２４年度税制改正要望全国大会」

には、正副会長および事務局長・次長が出席しました。 
なお、年４回発行の「情報誌いずみ」に、次のような税制関連記事を

掲載し周知徹底を図りました。 
４月発行「春８２号」・・・平成２３年度税制改正大綱の主な内容 

     １０月発行「秋８４号」・・・平成２４年度税制改正提言事項 
６．福利厚生事業の推進  

会員企業の経営基盤安定のため、経営者大型保障制度をはじめとする 

各種厚生制度の利用促進が図られるよう大同・AIU・Aflac の３保険受 

託会社等と連携・協調し、その充実・拡大に努めました。 

また、財団法人日本労働福祉協会とタイアップして、生活習慣病健 

診を３会場で、平成２３年７月と２４年１月に実施し、２３０名の方々 

が受診しました。 

 芋ほり・芋煮大会は晴天に恵まれ、約１，０００名の来場者を迎え 

地域の方々と盛大に秋の収穫を堪能しました。 

７．広報活動推進結果 

       「情報誌いずみ」を例年通り年４回発行し、「税制改正」等の税務知

識の普及、企業訪問「社長さんこんにちは」、実施事業の紹介等、写真

を多くし、「見出し」をつける等、会員に親しまれるとともに、積極的

に税に関する情報を掲載し公益活動に努めました。 

８．各部会の活動状況 
    女性部会・青年部会並びに源泉部会の各部会では、年間の事業計画

に基づき、積極的な活動を展開したほか、法人会本部等の事業活動に

も参加しました。 
（１）女性部会 

年間事業計画に基づき、秋季・新春研修会を開催したほか東法連 
女連協等に参加しました。 

なお、全法連（女性フォーラム）は宮城県にて予定されていまし 
たが、東日本大震災のため中止されました。 

（２）青年部会 
年間事業計画に基づき、税務研修会等を開催したほか、全法連「全 

国青年の集い（三重大会）」・「東法連青連協」「東法連青連協第４ブ 
ロック」等に多数の部会役員が参加し交流を深めました。 

 



 

 

（３）源泉部会 
年間事業計画に基づき、部会研修会６回、練馬区・練馬西税務署

との共催で年末調整説明会を実施しました。特に、年末調整説明会

は、３会場において計４回開催し、非会員を含め３７３名の多くの

方々が参加しました。 
９．税務６団体等友誼団体との連携・協調 
  東京税理士会練馬西支部をはじめとする税務協力団体並びに友誼団体と 
の連携・協調を図りつつ、理解と協力を得て法人会事業の推進に努めまし 
た。 
一昨年から練馬西税務署と納税貯蓄組合連合会共催で実施している「税 

の作文コンクール」の平成２３年度「練馬西法人会会長賞」受賞者は、区 
立上石神井中学校３年生羽倉昌吾さんが選ばれ、阿部会長から賞状と記念 
品を贈呈しました。 

10．その他 
   （１）例年のどおり練馬西税務署に対して、当法人会より確定申告の相 

談会場で使用する「ボールペン」、また署内美化のため青年部会より 
「花の小鉢」を寄贈しました。 

   （２）練馬区主催の「成人式」セレモニーの賞品として、６名分の「デ 
ィズニーランド１日券」を寄贈しました。 

  



第3．平成23年度主要事業の推進結果

　　平成23年度の支部別会員研修会の開催状況は次のとおりです。

　　 平成23年度支部別会員研修実施結果表
　　　　　　(自平成23年4月1日　至平成24年3月31日)

支部 開催日 場所 参加人数研修内容 講師 内容

練馬西税務署佐藤上席 「23年度税制改正について」

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ　横田孝次郎 「公的年金制度の現状と今後」

練馬西税務署佐藤上席 「23年度税制改正について」

日興証券　西尾浩一郎 「為替を含めた今後の日本」

練馬西税務署佐藤上席 「23年度税制改正について」

ｱｲﾒｲﾄ協会　塩屋隆男 「ｱｲﾒｲﾄ協会の仕事と運営」

練馬西税務署佐藤上席 「23年度税制改正について」

宮城大学　内田直仁 「震災支援と税制」

練馬西税務署佐藤上席 「調査のイロハ」

順天堂大学　金井淳 「人から人の光の架け橋」

合計 435

「健康の秘訣」

40

「23年度税制改正について」

8 2月23日 第４地域集会所 50 税務研修

練馬西税務署佐藤上席 「23年度税制改正について」

練馬西ｸﾘﾆｯｸ　賀村仁美

6

7 9月16日 西武信用金庫

四面塔稲荷神社11月17日

5

東京農大　加藤義松

11月21日 南大泉区民館 48

練馬西税務署佐藤上席 「23年度税制改正について」

税務研修

63 税務研修

練馬西税務署佐藤上席

ｶﾗｰｾﾗﾋﾟｽﾄ　工藤たま美 「心の自己治癒力を引き出すｶﾗｰｾﾗﾋﾟｰ」

大泉高齢者相談ｾﾝﾀｰ　山田弘雄 「介護制度と練馬区の高齢者福祉」

税務研修

「おいしい野菜の見分け方」

練馬西税務署佐藤上席 「23年度税制改正について」

10月26日 八千代銀行 48 税務研修

10月19日 勤労福祉会館 45 税務研修

東京信用金庫 49 税務研修

9月16日 東京都民銀行 70

1

2

3

税務研修22東京信用金庫1月20日

4

税務研修

7月20日



会議等 会議等

項目 回数 人数 項目 回数 人数

総会 1 150 新設法人会説明会 6 35

理事会 5 207 決算法人説明会 10 218

常任理事会 5 96 年末調整説明会 4 373

正副会長会 5 38 初級簿記講習会（3級） 13 35

会計監査 1 7 税務六団体研修会 1 145

総務委員会 11 119 パソコン教室 4 50

組織委員会 5 58 ｅ－Ｔａｘ研修会 1 9

税制委員会 4 36 役員合同研修会 1 60

広報委員会 7 102 会員合同研修会 1 177

インターネット委員会 7 80 芋掘り・芋煮大会 1 1,000

研修委員会 5 61 会員親睦ゴルフ大会 1 182

厚生委員会 8 125 照姫まつり 1 2,000

社会貢献委員会 6 60 １支部研修会 1 45

１支部役員会 5 77 ２支部研修会 1 48

２支部役員会 11 147 ３支部研修会 1 70

３支部役員会 8 97 ４支部研修会 2 71

４支部役員会 8 122 ５支部研修会 1 48

５支部役員会 3 26 ６支部研修会 1 40

６支部役員会 6 55 ７支部研修会 1 63

７支部役員会 6 93 ８支部研修会 1 50

８支部役員会 4 36 女性部会研修会 2 126

女性部会（報告会・役員会） 8 105 青年部会研修会 1 47

全法連・東法連女性フォーラム 1 8
青年部会
献血大会・わんぱく相撲

2 224

青年部会(報告会・役員会） 7 108 源泉部会研修会 6 153

全法連・東法連青連協 11 45 生活習慣病健診 5 230

源泉部会(報告会・役員会） 5 65 全法連・東法連研修会 6 23

東法連（委員会他） 24 33

計 177 2,156 計 75 5,522

平成２３年度主要事業実施結果表
（自平成２３年４月１日至平成２４年３月３１日）


